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ブユによく刺されるということであり、今回のアシマダラブユの終齢幼虫発生
のピークと一致していた。これまでに奄美大島では、この今回採集した 3 種の
他には、ヒロシマツノマユブユ（S. aureohirtum）、ミエツノマユブユ（S. 
mie）、キアシツメトゲブユ（S. bidentatum）が知られている(TAKAOKA and 
TAKAHASI 1977)。キアシツメトゲブユは人吸血性があり、本土で人獣共通感染
症であるイノシシの保有するフィラリアの一種 Onchocerca dewittei japonica を
媒介している(FUKUDA et al. 2010)。奄美大島でブユ吸血被害のある山間部でキ
アシツメトゲブユの成虫が採集されることはなく、今回の調査でも幼虫が採集
されなかった。 
 ブユ対策としては、環境負荷がある薬剤散布は難しいことから、個々人での
対策となる。一般的な対策ではあるが、特に春から夏にかけては、山間部は入
るときは肌の露出を減らし、露出部には忌避剤を使用することが重要となる。
また、今回の調査が示すように、春から夏以外の季節でもアシマダラブユは発
生しているので、これまでブユ刺症で強い腫れを経験している人は、春夏と同
様の対策が望ましい。 
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